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特集「第22回うしく現代美術展」

特別展「牛久藩主とその時代」

牛久市職員を募集します！

認可保育園・認定こども園 入園児童募集

特 集

芸術の秋
　　うしく現代美術展に行こう！

牛久市制施行30周年記念企画として友好都市グレーヴェ・

イン・キアンティ市から彫刻家サラ・デル・ジュディチェ

氏を招待し、同氏の作品展示や交流イベントを行います。



小中学校鑑賞会
11月29日（火）・30日（水）・12月1日（木）・2日（金）

出品作家と市内全小中学校の

児童生徒の大交流会です。出

品作家が自分の作品の前で児

童生徒に作品の説明をしたり、

児童生徒からの質問に答えま

す。※当日は会場の混雑が予

想されます。

　
う
し
く
現
代
美
術
展
は
、
地
元
の
作
家
を
中
心
に
市

民
・
行
政
が
連
携
し
て
開
催
す
る
地
域
に
根
ざ
し
た
個

性
豊
か
な
美
術
展
で
す
。第
1
回
は
、市
制
施
行
か
ら
10

年
を
経
た
１
９
９
５
年
に
牛
久
市
現
代
美
術
展
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
入
場
者
数
は
３
２
０
０
人

を
超
え
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
第
22
回
展
と
し
て
、
52
名
の
作
家
が
、
平
面
・
立

体
・
ク
ラ
フ
ト
の
各
ジ
ャ
ン
ル
で
、「
創
生
の
交
差
点
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
今
回
は
牛
久

市
制
施
行
30
周
年
記
念
企
画
も
多
数
開
催
し
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
品
作
家
と
市
民

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
は
彫
刻
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
、
作
家
と
市
民
が
手
で
物
を
作
る
こ
と
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
す
。
関
連
企
画
と
し
て
、
小
中

学
校
鑑
賞
会
、
学
校
移
動
美
術
展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
出
品
作
家
と
よ
り
直

接
的
な
交
流
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
芸
術
の
秋
、

た
く
さ
ん
の
美
術
作
品
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
22
回
う
し
く
現
代
美
術
展 

「
創
生
の
交
差
点
」

会期：11月20日（日）～12月4日（日）　時間：午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）

会場：中央生涯学習センター　　　　

※11月28日（月）は休館日で、最終日は午後3時まで（入館は午後2時30分まで）。

問�い合わせ　�うしく現代美術展実行委員会事務局（中央生涯学習センター内）☎871-2301

彫刻ワークショップ
【日時】11月23日（水・祝） 午前10時～午後1時　【場所】中央生涯学習センター大講座室（1階）

うしく現代美術展では作家と市民の交流イベントとして、ワークショップを開催してい

ます。今回は友好都市グレーヴェ・イン・キアンティ市から彫刻家サラ・デル・ジュディ

チェ氏を招待していますので、サラさんと出品作家が講師となって彫刻を制作します。

※既にお申し込みいただいている方が対象です。

関連企画

学校移動美術展
12月6日（火）～16日（金）

美術教育の一環として、出品

作家が市内各学校へ出向き、

作品展示とワークショップを

行っています。今年は牛久第

二小学校で開催します。※原

則として、一般には公開して

いません。

　全てのイベントの

入場・参加費は無料です

芸術は生命を維持していくこ

とに必要ではないかもしれま

せんが、人生を豊かに、そして

人間らしく生きるためになく

てはならない存在ではないで

しょうか。私たちはこの地に

暮らし、日々の生活の中で作

品を作り、うしく現代美術展

に作品を展示することで地域

の皆さんとつながり、美を共

感することによって喜びを味

わいたいと願っています。　

中村義孝委員長
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牛
久
市
制
施
行
30
周
年
記
念
企
画

　
夜
の
魔
法
、
音
と
一
緒
に
動

き
出
す
作
品
た
ち
。
牛
久
市
制

施
行
30
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
の
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
と

夜
の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

　
夜
、
自
分
の
内
面
に
向
き
あ

う
時
間
、
作
品
と
音
楽
が
そ
れ

ぞ
れ
の
想
い
と
と
も
に
動
き
出

し
ま
す
。
一
度
き
り
の
特
別
な

空
間
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▲ グレーヴェ・イン・キアンティ市の子ども

たちの絵。偶然できた毛糸の形から発想し

てペンだけを使い完成させた

11
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
6
時
～
８
時
30
分

　
牛
久
市
制
施
行
30
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、
①
友
好
都
市
グ
レ
ー

ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
市
か
ら
彫
刻
家
サ
ラ
・
デ
ル
・
ジ
ュ
デ
ィ

チ
ェ
氏
を
招
待
・
同
氏
の
作
品
展
示
、
②
同
市
の
幼
児
・
児
童
と
牛

久
市
内
児
童
・
生
徒
の
作
品
交
流
展
示
、
③
ナ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
夜
の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

サ
ラ
さ
ん
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
市
の
幼

児
・
児
童
の
作
品
は
47
点
、
牛
久
市
内
児
童
・
生
徒
の
作
品
は
15
点

展
示
予
定
で
す
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

展示ホール （第1部 午後6時15分～）

夜にひそむ優しさ～チェロの響き～

無伴奏チェロ組曲 第2番 （バッハ作曲）／即興／

ソナタ （ヒンデミット作曲）より 他

多目的ホール （第2部 午後7時～）

光と闇 音の魔法で～チェロとピアノの2重奏～
ソナタ ニ短調 （ドビュッシー作曲）／一滴の涙 （ロッシー

ニ作曲）／7つのスペイン民謡 （ファリャ作曲） より 他

ナ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

アンサンブル・ダ・ヴィンチ

　チェロはイタリア出身のリカル

ド・カリア氏、ピアノは板橋華子氏。

アンサンブルという言葉は音楽用

語で「合奏」「重奏」「合唱」の意味で

使われますが、ここではフランス語

の「一緒に」という意味に由来して

います。表現を通じてたくさんの人

やアーティストとつながりたいと

いう思いで活動しています。FMう

しくうれしく放送にも出演中です。

イタリア人彫刻家招待作品同時展示

Sarah Del Giudice（サラ・デル・ジュディチェ）氏

　鋳造所を持つ家庭で幼少期からたくさんの材料、色、匂い

に囲まれ、多くの作品が作られていくのを見て育つ。粘土や

蜜蝋を使って遊び、かばんや帽子、傘などを作る中で、いつ

しか自分の手を使って表現することが自身の言葉であるこ

とに気付く。「ブロンズが血管を流れている」と話すように金

属を使うことが表現の媒体となる。フィレンツェのアカデミ

アで研究を深め、多くの芸術家と交流する中で彫刻の世界に

大きな喜びと信頼の気持ちを持ったことがきっかけで本格

的な制作活動に入る。制作にあたっては、ありのままの気持

ちと表現したいことがはっきりしていることが大切と言う。

　グレーヴェ・イン・キアンティの町はオリーブやブドウの

畑にふちどられた柔らかな丘が続き、穏やかで美しい、人が

住みやすい場所と語り、古い街並みと季節に応じて変わる四

季の様子が素晴らしいと話す。今回のうしく現代美術展には

「贈り物」と「ファーストキス」という作品を展示予定です。

～
み
る
、
き
く
、
心
を
か
さ
ね
る
～
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